
①しおりの点字化

•一般に配布している「しおり」を点字化用に原稿作成

• 原稿１ページ（576字） → 点訳３ページ（B5版）

②商品一覧の点字化、拡大文字化及び音声コードの掲載

• 点字を読める視覚障がい者は思ったより少ないとのこと
→ 弱視の方用に拡大文字（16～18ポイント）
→ 同じ用紙に音声コード（専用のアプリもしくは福祉用具で読み取り可能）を掲載

③商品名ラベルを貼り付け

• 手にしている商品が何か分からないことが一番の問題。よって、商品に商品名ラベルを貼り付けることとした。

• 道視連ではラベル作成の受託実績が無いため、協議しながら作成を依頼（点字用テプラ）。

• ラベルを貼り付けるにあたり、商品の左側が良いとのアドバイスあり。
（点字読む人は左手で読むことが多いとのこと）。また、切り口がある場合はラベル貼付はその付近が良いとのこと。

④パルスオキシメーターの用意（検討中）

• （良い点）電源「入」で電子音「ピッ」となる。

• （良い点）基準値を設定し、計測結果が異常値だった場合、「ピッ、ピッ、ピッ」と警告音が断続的に鳴り続ける。

• （悪い点）電源が５秒放置で自動的に「ＯＦＦ」、電源が切れた時と測定が終わった時に電子音がなく、どういう状態か分からりづらい。

視覚に障がいがある自宅療養者に対する対応について

【北海道視覚障害者福祉連合会（以下、「道視連」という。）に相談】
・ 事務局に相談し、また、道視連の事務局長や道視連から紹介された全盲の視覚障がい者にも意見をもらった。
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